
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

各指標のうち、経営の健全性・効率性の「③累積欠損金比率」
については累積欠損金が発生していないことが必要であることか
ら早期に解消する必要があるものの、経常収支比率や医業収支比
率は100％を上回っており、現状、健全かつ効率的な経営を行うこ
とができている。

新公立病院改革プラン（中期経営計画）で定めた取組みを積極
的に進め健全な経営を継続するため、医療スタッフの確保や施
設・設備の改修、医療機器の更新・導入を行うとともに、地域の
医療機関へ継続的に訪問し更なる相互の信頼関係の向上を図る。

経営形態については、診療体制の充実を図っていることや、他
院との役割を分担し相互に補いながら連携の強化を推進している
ことなどから、他院との再編やネットワーク化、経営形態の見直
しを行うことなく、引続き現在の体制で運営することとする。

しかし、今後、病院を取り巻く環境や当院の経営状況等に大き
な変化が生じた場合には、改めて検討するものとする。

なお、平成27年３月に策定し、平成29年３月に改定した新公立
病院改革プランは令和２年度に見直す予定である。
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50.1 50.8 51.7 50.212,700 13,052 13,313 13,398 13,911 当該値

15,610 16,993 17,680 18,393

当該値 54,781 57,016 58,165 59,778 61,244 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

「①経常収支比率」は、100％を超え「③累積欠損金比率」は、平
成26年度の制度改正による退職給付引当金を一括計上したことで
一時的に増加したが、その後の黒字により順調に減少している。
「②医業収支比率」は、他会計からの繰入金による収入を含め
て、医業収益によって医業費用が賄えている状況であり、健全な
経営基盤を確保し自立性の高い経営が行えている。
「④病床利用率」は、類似病院平均値を上回り、80％以上を維持
している。「⑦職員給与費対医業収益比率」は、医業収益が増加
し、前年度を0.6ポイント下回り２年連続の減となった。
「⑤入院患者１人１日当たり収益」と「⑥外来患者１人１日当た
り収益」、「⑧材料費対医療収益比率」は、高額なカテーテルや
抗がん剤などの使用により近年増加傾向にある。医療材料の償還
価格を適切に算定したり、後発医薬品への切替えにより削減を目
指す。

健全な病院経営を行うための主な取組みとして、看護師や薬剤
師などの多職種が連携し、入院から退院後までを含んだ入院生活
全般について、患者一人ひとりに適した情報提供などの支援をす
る「さくらカウンター」を設置したり、春日井市医師会の会員と
当院の医師が、直接懇談する会を開催したりした。さらに、当院
の医師や事務職員が地域の医療機関等を直接訪問するなど各診療
科の診療内容や体制、病院の取組み等を紹介し顔の見える関係づ
くりや信頼関係の構築に努めた。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 「①有形固定資産減価償却率」は、年々増加しており、類似病院
平均値を上回っている。施設の老朽化が進んでいることが確認で
き、当院は建設から20年が経過することもあり中長期的な計画を
検討する必要がある。「②器械備品減価償却比率」についても、
年々増加しており、類似病院平均値を上回っている。患者の生命
身体に影響する重要な器械備品について定期的に更新を進める一
方で、その他の備品については耐用年数を経過しても使用に耐え
られるものは、修繕しながら使用しているためと考えられる。
「③1床当たり有形固定資産」は、類似病院平均値を上回っている
ものの、過去5年の当該病院値に差は生じていない。

経常収支比率は100％を上回り、その更新投資を経常収益で賄え
ているため、健全な経営基盤を確保し自立性の高い経営を行うこ
とができている。今後も、計画的に高度な医療機器の導入や更新
を行い、安全・安心で高度な専門的医療の提供に努めていく。
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Ⅰ 地域において担っている役割
医療を提供する事業者として、患者との相互信頼関係の構築を

最も大切にし、患者に喜ばれる質の高い医療を提供するととも
に、この地域の基幹病院として、この地域の医療の水準維持と向
上を図る。また、「がん」「脳卒中」「心筋梗塞等の心血管疾
患」「糖尿病」「精神疾患」の５疾病について、急性期医療及び
高度専門医療を提供し、地域住民が安心して医療を受けられる体
制を確保するとともに、患者が住み慣れた地域で暮らせるよう、
かかりつけ医や介護サービス事業者等との連携の強化を図り、地
域完結型の医療を推進する。これらの取組みを更に充実させるた
め、健全経営に努めるなど経営基盤の強化を図り、医療サービス
を継続し提供していく。
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

312,007 49,338 非該当 ７：１ 552 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 28 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 感 災 地 - 6 558

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 552

経営比較分析表（平成30年度決算）
愛知県春日井市　春日井市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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